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(57)【要約】
　本発明は、関節式接続部を有し、切削ツールまたはク
ランプツールの態様で作動することができる２本のアー
ム１５、１６を備える電気外科用器具１０に関する。器
具は、血管または組織を保持し、後者を凝固させるため
に前記血管または組織に電流を通すために、アームの遠
位端１１、１２に凝固表面２２ａ、２３ａがある対向電
極部品２２、２３も備え、少なくとも１つの電極部品は
、切削器具３０用の案内ギャップ２４として作用する開
放領域２２ｄ、２３ｄを有し、したがって電極部品が少
なくとも２つの区域に分割され、切削処置を実行するた
めに、保持された血管または組織上に切削器具を配置す
ることができる。また、電流供給装置２０、２１が、凝
固電流を高周波発生器から電極部品に供給する。前記電
気外科用器具の改善された構成によって、電極部品の開
放領域が切削器具に最適な案内を提供することができる
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　切削ツールまたはクランプツールの態様で作動することができる２本の関節式アーム（
１５、１６）と、
　血管または組織（４０）を把握し、前記血管または組織（４０）を凝固させるために前
記血管または組織（４０）に凝固電流を通すようアーム（１５、１６）の遠位端（１１、
１２）に凝固表面（２２ａ、２３ａ）があり、相互に対向して位置決めされた電極部品（
２２、２３）であり、当該電極部品（２２、２３）の少なくとも１つが切削器具（３０）
用の案内ギャップ（２４）として１つの開放領域（２２ｄ、２３ｄ）を備え、もって前記
少なくとも１つの電極部品（２２、２３）が少なくとも２つの区域に分割され、前記切削
器具（３０）を切削処置のために前記クランプした血管または組織（４０）に適用するこ
とができるようになっている、前記電極部品（２２、２３）と、
　前記凝固電流をＨＦ発生器から前記電極部品（２２、２３）へ供給する電流供給装置（
２０、２１）と
を有する電気外科用器具において、
　前記少なくとも１つの電極部品（２２、２３）の前記少なくとも２つの区域が、相互に
対向して配置され、前記凝固表面（２２ａ、２３ａ）の方向に先細になる個々の分離表面
（２２ｅ、２２ｅ’、２３ｅ、２３ｅ’）を備えることを特徴とする電気外科用器具。
【請求項２】
　前記アーム（１５、１６）が一緒にされると、基本的に位置合わせされる開放領域（２
２ｄ、２３ｄ）を前記対向する電極部品（２２、２３）に設けることを特徴とする、請求
項１に記載の電気外科用器具。
【請求項３】
　前記切削器具（３０）が前記電気外科用器具（１０）の一体部品として構成されること
を特徴とする、請求項１または２に記載の電気外科用器具。
【請求項４】
　前記切削器具（３０）を機械的および／または電気的に作動できること特徴とする、請
求項１～３のいずれか一項に記載の電気外科用器具。
【請求項５】
　前記切削器具（３０）がＨＦ電流によって切削するように構成されて制御ユニットに接
続され、したがって前記操作段階に応じて前記切削電流を供給できることを特徴とする、
請求項１～４のいずれか一項に記載の電気外科用器具。
【請求項６】
　前記電極部品（２２、２３）がそれぞれ少なくとも１つの張力付与区域（２２ｃ、２３
ｃ）を備えており、前記組織（４０）をクランプする場合、前記張力付与区域（２２ｃ、
２３ｃ）に電極部品（２２、２３）間でプレテンションを与え、前記切削器具（３０）に
よって前記プレテンションを与えた組織（４０）で切削処置を実行できるような態様とな
っていることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の電気外科用器具。
【請求項７】
　前記張力付与区域（２２ｃ）の一方が、少なくとも第１中心区間に凸状湾曲部を備え、
前記対向する張力付与区域（２３ｃ）が、少なくとも第２中心区間に凹状湾曲部を備え、
したがって前記アーム（１５、１６）を一緒にすると、前記張力付与区域（２２ｃ、２３
ｃ）が基本的に積極的な嵌め合いを有することを特徴とする、請求項１～６のいずれか一
項に記載の電気外科用器具。
【請求項８】
　前記張力付与区域（２２ｃ）の一方が、前記第１中心区間に少なくとも１つの凸状湾曲
部を備え、前記対向する張力付与区域（２３ｃ）が、少なくとも前記第２中心区間に凹状
湾曲部を備え、前記凹状張力付与区域（２３ｃ）の前記曲率半径が、少なくとも前記第２
中心区間において前記第１中心区間における前記凸状張力付与区域（２２ｃ）の前記曲率
半径より大きく、前記湾曲部（２２ｂ、２３ｂ）が、前記遠位端（１１、１２）の縦軸に
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沿って、前記遠位端（１１、１２）間に保持されて前記縦軸に直角に延在する前記血管ま
たは組織（４０）が、前記第１および第２中心区間に向かって増加する圧力で保持される
ような態様で通ることを特徴とする、請求項１～７のいずれか一項に記載の電気外科用器
具。
【請求項９】
　前記一方の張力付与区域および／または前記対向する張力付与区域上に、張力付与効果
を支持する表面輪郭（２７、２７’）が構成されることを特徴とする、請求項１～８のい
ずれか一項に記載の電気外科用器具。
【請求項１０】
　前記張力付与効果を支持する前記表面輪郭（２７、２７’）が鋸歯状輪郭として構成さ
れることを特徴とする、請求項１～９のいずれか一項に記載の電気外科用器具。
【請求項１１】
　前記張力付与効果を支持する前記表面輪郭（２７、２７’）が、前記電極部品（２２、
２３）間に少なくとも１つの狭窄部を設けるような態様で構成されることを特徴とする、
請求項１～１０のいずれか一項に記載の電気外科用器具。
【請求項１２】
　前記凝固表面（２２ａ、２３ａ）間の直接的な電気的接触を回避できるように、少なく
とも１つの凝固表面に絶縁区間（２８）を構築することを特徴とする、請求項１～１１の
いずれか一項に記載の電気外科用器具。
【請求項１３】
　前記絶縁区間（２８）が幾つかの部分区間を備えることを特徴とする、請求項１～１２
のいずれか一項に記載の電気外科用器具。
【請求項１４】
　前記絶縁区間（２８）が構造化されることを特徴とする、請求項１～１３のいずれか一
項に記載の電気外科用器具。
【請求項１５】
　前記絶縁区間（２８）がセラミックまたはダイアモンドから構成されることを特徴とす
る、請求項１～１４のいずれか一項に記載の電気外科用器具。
【請求項１６】
　前記絶縁区間（２８）が、特殊部、または前記特殊部または各張力付与効果を支持する
各表面輪郭（２７、２７’）として構成されることを特徴とする、請求項１～１５のいず
れか一項に記載の電気外科用器具。
【請求項１７】
　前記器具が腹腔鏡器具として構成されることを特徴とする、請求項１～１６のいずれか
一項に記載の電気外科用器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は請求項１のプリアンブル部による電気外科用器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気外科用器具は長年、高周波手術に、特に生物学的組織を凝固させ、さらにそれを切
断するために使用されている。凝固の場合は、高周波電流が治療すべき組織を通過し、し
たがってタンパク質凝固および脱水のせいでそれを変化させる。組織は、血管が閉鎖し、
出血が止まるような態様で収縮する。凝固が生じた後、例えば機械的に動作する切削器具
によって、組織を分離することができる。
【０００３】
　電気外科的プロセスは、単極方法、さらに双極方法で実行することができる。単極技術
では、電気外科用器具は単一の電流供給部しか有さず、したがって治療すべき組織（また
は患者）を他方の電位に配置しなければならない。しかし、別個に絶縁された２つの区間



(4) JP 2008-508965 A 2008.3.27

10

20

30

40

50

で構成された双極器具が、ますます重要性を高めている。したがって、電極部品間の電流
路を計算することができ、これは患者の身体を通って長い距離を進まない。したがって、
例えばペースメーカまたは手術中に患者に接続されている他の装具などの効果が低下する
。
【０００４】
　双極凝固器具は基本的に関節式接続部を有する２本のアームを備え、その近位端にはア
ームを扱うために取っ手装置が設けられている。アームの遠位端には、組織を把握し、組
織を通して凝固電流を伝導するための電極部品がある。そのために、ＨＦ発生器によって
供給されるＨＦ電流は、電流供給装置を介して双極器具の電極部品に供給される。
【０００５】
　知られている双極凝固器具は往々にして、電極部品上に開放領域を備え、切削器具用の
案内ギャップを形成する。つまり、電極部品が少なくとも部分的に分割され、したがって
切削器具を、電極部品間にクランプされた組織上に配置することができる。したがって、
案内ギャップは、凝固器具の電極部品間に保持されている間に、組織への切削器具のアク
セスを容易にする。また、組織の正確な切削を保証するために案内ギャップを設けて、切
削器具を案内する。これは、機械的に操作する切削器具の場合に特に有利である。
【０００６】
　このような器具は、例えば米国特許第２００３／０２２９３４４Ａ１号から知られてい
る。双極トングが図示されており、エフェクタユニット、および特にその導電性区域がス
リットを有し、エフェクタユニットにクランプされた組織への切削器具のアクセスを容易
にする。スリットは、電極部品の凝固表面の中断が可能な限り少なくなるような態様で構
成される。スリットのこの実施形態では、再使用のための準備、つまり洗浄に非常に時間
がかかる。スリットへのアクセスが困難になるからである。
【０００７】
　この問題を解消するために、他の知られている器具用の非常に広いスリットまたは案内
ギャップを設ける。ここでは、凝固表面の大幅な削減または特に機械的切削器具の不十分
な案内を受容しなければならない。
【０００８】
　知られている器具は、洗浄を節約するために使い捨て器具としても提供されている。こ
れは多大な費用がかかる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　したがって、本発明の目的は、切削器具を最適に案内するために、少なくとも１つの電
極部品上に開放領域が永久的に保証されるような態様で、上述したタイプの凝固用電気外
科用器具をさらに開発することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この目的は、特許請求項１による電気外科用器具によって達成される。
【００１１】
　特に、この目的は、切削ツールまたはクランプツールに対応して作動することができる
関節式接続部を有する２本のアームを備える電気外科用器具によって達成される。器具は
さらに、血管または組織を把握し、凝固させるために血管または組織を通って凝固電流を
通すためにアームの遠位端にて凝固表面とともに相互に対向して位置決めされた電極部品
を備え、少なくとも１つの電極部品は、切削器具用案内ギャップとして開放領域を備え、
したがって少なくとも１つの電極部品は２つの区域に分割され、切削処置を実行するため
に保持された血管または組織に切削器具を適用することができる。さらに、凝固電流をＨ
Ｆ発生器から電極部品へと通すために、電流供給装置が設けられる。少なくとも１つの電
極部品の少なくとも２つの区域が、凝固表面の方向に先細になって相互に対向して配置さ
れた個々の分離表面を備える。
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【００１２】
　本発明の本質的な点は、案内ギャップが、両方の電極部品上で電極部品間で、切削区域
に面していない方向に拡大することである。したがって、案内ギャップの先細の構造に基
づいて、切削区域のすぐ近傍で切削器具を正確に案内することが可能であり、電極部品の
凝固ゾーンがほとんど中断されない。それと同時に、案内ギャップの他の区域は容易にア
クセス可能であり、したがって容易に洗浄される。例えば被覆を塗布するなど、案内ギャ
ップを再加工すべき場合、これはアクセス性の改善のせいで容易に実行することができる
。
【００１３】
　好ましい第１の実施形態では、対向する電極部品に開放領域を設け、これは、アームを
一緒にすると基本的に位置合わせされる。電極部品に１つの開放領域しか形成されていな
い場合、これは例えばメスで組織を切削するのに特に適しており、それによって組織が張
力を受けた状態で対向する電極部品上に完全に載る。開放領域が両方の電極部品に設けら
れている場合は、メスを例えば凝固した組織に使用して、これを容易に分離することがで
きる。よく計算された切削を実行可能にするために、電極部品の中心区間に開放領域を配
置することが好ましい。
【００１４】
　さらなる好ましい実施形態では、切削器具を電気外科用器具と組み合わせる。切削器具
は、例えば一方のアームの中に位置し、必要に応じて切削位置へと運ぶことができる。し
たがって、器具の交換を回避することができ、したがって手術の過程を中断する必要がな
い。
【００１５】
　凝固器具に統合された切削器具の場合は、切削器具が妨げられずに組織に到達できるよ
うに、両方の電極部品に開放領域を構築することが好ましい。
【００１６】
　切削器具を電気外科用器具に統合するように構築しない場合は、外側から導入される切
削器具をプレテンションが与えられた組織に十分正確に配置できるような態様で、案内ギ
ャップを配置しなければならない。
【００１７】
　１つの有利な実施形態では、切削器具を機械的および／または電気的に操作する。電気
外科用器具のシャフト上に、例えば凝固中にアームに収容され、切削処置のために組織に
適用される刃を構築することができる。刃または別の切削器具の位置決め、さらにその前
進は、自動的に実行するか、外科医が機械的に実行することができる。
【００１８】
　本発明による解決法は、ＨＦ電流によって切削し、制御ユニットへ接続されるように構
成された切削器具を提供し、切削電流の供給は手術の段階によって決定される。外科医は
、自動的に進み、最適化されるように、切削処置を制御することができる。
【００１９】
　好ましい実施形態では、組織をクランプすると、これが電極部品間でプレテンションを
与えられ、切削器具によってプレテンションを与えられた組織で切削処置を実行できるよ
うな態様で、電極部品がそれぞれ少なくとも１つの張力付与区域を備える。これで、張力
を受けた組織は、切削器具によって、特に機械的切削器具によってさらに容易に切削され
る。というのは、組織繊維が切削方向に直角に位置合わせされ、処置中に組織が薄くなる
からである。したがって、プレテンションが与えられた組織を完全に切削するために必要
な力が大幅に減少し、切削器具への機械的応力、特に切削区間の磨耗が解消される。切削
処置自体も外科医にとってさらに容易になり、器具がさらに容易に扱われる。電極部品の
分離表面が切削区域に向かって先細になる結果として、特に機械的に操作する切削器具を
案内ギャップで容易に適用することができる。
【００２０】
　好ましい実施形態では、張力付与区域の一方が、少なくとも第１中心区間に凸状湾曲部
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を有し、対向して位置決めされた張力付与区域が、少なくとも基本的に積極的嵌め合いを
有する凹状湾曲部を有する。湾曲した張力付与区域の結果、組織の張力付与が最も単純な
方法で容易になる。というのは、その端区域の方向へと両側の湾曲区域によって引っ張ら
れる、つまり伸張するからである。締まり嵌めのせいで、アーム間で張力を受けた組織が
、張力を受けた状態で確実に保持される。
【００２１】
　「凸状」および「凹状」という用語は、この文脈では単に円弧として丸まっているとは
理解されない。この用語は任意のタイプの隆起または窪み、つまり例えば屋根形隆起およ
び相応するＶ字形窪みも意味する。
【００２２】
　さらなる好ましい実施形態では、張力付与区域の一方が、少なくとも第１中心区間に凸
状湾曲部を有し、対向して位置決めされた張力付与区域が、少なくとも第２中心区間に凹
状湾曲部を有する。少なくとも第２中心区間における凹状張力付与区域の曲率半径は、第
１中心区間における凸状張力付与区域の曲率半径より大きい。湾曲部は、遠位端の縦軸に
沿って、遠位端間で保持されて縦軸に対して直角に延在する血管または組織が、第１およ
び第２中心区間に向かって増加する圧力で保持されるような態様で延在する。凝固表面の
異なる曲率に基づき、凝固表面の接触が、数学的に見てその頂点でしか生じない。つまり
、凝固表面間に、凝固表面の頂点の周囲に対称に延在する最大近接区域が形成される。こ
の区域で、他の凝固区域と比較して圧力が増加したせいで、組織は一緒にされたアームに
よって特に強力に押し合わされ、したがって電極部品間に安全に保持される。
【００２３】
　滑らかな幾何学的形状が容易に生産され、処置中に組織の付着を阻止し、再使用のため
に凝固表面を容易に準備することができ、必要に応じて再調整することが有利である。ま
た、高圧の区域でクランプ力が大きい結果、血管または組織が確実に閉鎖される。
【００２４】
　本発明による解決法の１つでは、１つの張力付与区域および／または対向する張力付与
区域に、張力付与効果を支持する表面輪郭が形成される。この輪郭は、個々の張力付与区
域の端区域に形成され、張力付与区域によって画定された引っ張り方向に組織を追加的に
移動させるか、この引っ張り方向に抗する組織の後退を防止することが好ましい。
【００２５】
　張力付与効果を支持する表面輪郭は、鋸歯状輪郭として構築することが好ましい。輪郭
の歯は、例えばアームを一緒にする間に組織をだんだん把握し、これを引っ張り方向に移
送するような態様で配置することができる。これは、組織内の張力を大幅に増大させる。
しかし、この輪郭によって組織の傷害が引き起こされないように注意しなければならない
。したがって、歯は丸まったノジュールを有するように設計することが好ましい。
【００２６】
　アームがわずかに開いた場合に、組織が張力のかかった位置で輪郭によって保持される
ような態様で、輪郭を構築することが好ましい。したがって、この輪郭は羽枝の構成とし
て作用する。
【００２７】
　好ましい実施形態では、張力付与効果を支持する表面輪郭が、電極部品間に少なくとも
１つの狭窄部を設けるような態様で構成される。これは、同じ曲率半径を有する電極部品
の場合に特に効率的である。つまり、特に同じ曲率で構成された電極部品の凝固表面を、
アームを一緒にする間に組織を端区域の方向に移送し、アームが一緒になったら残りの区
域に対向する個々の狭窄部内でクランプするような態様で、両端区域に構築することが好
ましい。この狭窄部は、凝固表面が基本的に滑らかな構造を有することができ、したがっ
て洗浄し易いという追加的利点を有する。滑らかな表面のために、組織への傷害も回避さ
れる。
【００２８】
　有利な実施形態では、凝固表面の少なくとも一方に絶縁区間を形成し、したがって凝固
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表面間の直接的な電気的接触を防止することができる。絶縁区間の熱伝導特性のせいで、
組織の凝固もこの区間で保証される。電極部品の構造に依存する絶縁区間を、少なくとも
１つの凝固表面の対向する凝固表面に最も近い区域に設けるものとする。これは、張力付
与区域、したがって凝固表面が異なる曲率半径を有する場合に、特に考慮しなければなら
ない。これで、絶縁区間は、１つまたは複数の張力付与区域の中心区間に配置し、したが
って電極部品間の短絡を防止することが好ましい。張力付与効果は、絶縁区間によって同
時にさらに強化される。
【００２９】
　少なくとも１つの凝固表面の対向する凝固表面に最も近接した区域に絶縁区間を構築す
る場合、これは個々の凝固表面とほぼ面一にすることができる。これで、対向する凝固表
面に最も近い区域を描く凝固表面の表面部分を、連続的絶縁材料から構築しなければなら
ず、したがって凝固表面の伝導区域間の接触が防止される。凸状または凹状張力付与区域
を対向して位置決めするか、凝固表面が異なる曲率半径を有する場合、絶縁区間は、少な
くとも１つの凝固表面の１つの頂点に沿って配置しなければならない。この実施形態の絶
縁区間は、個々の電極部品内に収容することによって保護され、したがって磨耗の心配が
ないので有利である。
【００３０】
　あるいは、個々の凝固表面から突出するような態様で、絶縁表面を構築することが可能
である。この場合、絶縁区間は、絶縁する目的を果たすばかりでなく、電気外科用器具の
遠位端間に組織をよりよく保持するために、治療すべき組織を何回か曲げることも実行す
る。
【００３１】
　好ましい実施形態では、絶縁区間、つまり個々の凝固表面から突出する絶縁区間を、幾
つかの部分区間から構築する。これは、電極部品間における組織の特に確実な保持を容易
にする。組織が絶縁区間の部品区間の縁部で何回か曲がるからである。
【００３２】
　本発明による１つの解決法は、組織を最適に保持するために、絶縁区間自体を構造化す
る。
【００３３】
　好ましい実施形態は、セラミックまたはダイアモンドから構成されている絶縁区間を提
供する。セラミックおよびダイアモンドは両方とも、特に高い耐腐食性および機械的応力
に対する高い耐磨耗性を有するので有利である。
【００３４】
　さらなる好ましい実施形態では、絶縁区間は、特殊部として、または特殊部または各張
力付与効果を支持する各表面輪郭として形成される。したがって、電極部品間で短絡が発
生するのを最も単純な方法で防止し、さらに組織の張力付与が増加する。
【００３５】
　電極部品間の短絡を防止する装置は、例えばアームに設けてもよい。例えばスペーサを
その上に配置してある場合、アームを完全に一緒にすることができず、電極部品間にギャ
ップが残る。
【００３６】
　この種の電気外科用器具は、例えば開いた体腔で使用するように構築することができる
。しかし、張力付与区域を有する電極部品の原理は、内視鏡に使用する器具にも使用する
ことができる。したがって、アームに取り付けられた電極部品、および必要に応じて切削
器具は、例えばシャフトなどに取り付けた取っ手を介して操作するか、制御ユニットを設
け、したがってこれによって電極部品および／または切削器具の作動を制御する。したが
って、電気外科用器具は、腹腔鏡器具として構成することが好ましい。
【００３７】
　本発明のさらなる実施形態は、従属請求項に由来する。
【００３８】
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　以下で、実施形態の実施例から本発明について説明し、これは図面からさらに詳細に説
明される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
　同じ部品、および同じ機能を有する部品には同じ参照番号を使用する。
【００４０】
　図１は、第１の好ましい実施形態による拡大した電極レイアウトの略前断面図を示す。
電極レイアウトは、例えば図２でさらに詳細に説明するように電気外科用器具に設けられ
る。電極部品２２、２３は、切削器具３０用の案内ギャップ２４を形成する開放領域２２
ｄ、２３ｄを備える。開放領域２２ｄ、２３ｄのせいで、電極部品２２、２３は２つの個
々の区域を備える。したがって、切削処置を実行するために、クランプした組織４０上に
切削器具３０を配置することができる。案内ギャップ２４は、組織４０の正確な切削も容
易にする。というのは、案内ギャップ２４に沿って切削器具３０を案内できるからである
。これは、切削器具３０を機械的に操作する場合に、特に有利である。図面から見られる
ように、開放領域２２ｄ、２３ｄは、切削処置を妨げないように位置合わせされる。個々
の電極部品２２、２３の少なくとも２つの区域は、相互に対向し、凝固表面２２ａ、２３
ａの方向に先細になる個々の分離表面２２ｅ、２２ｅ’、２３ｅ、２３ｅ’を備える。し
たがって、案内ギャップ２４は、各電極部品２２、２３にて電極部品２２、２３の間の切
削区域２５に面していない方向に拡大する。
【００４１】
　案内ギャップ２４の先細の構造に基づいて、切削区域２５のすぐ近傍で切削器具３０を
正確に案内することが可能であり、電極部品２２、２３の凝固ゾーンがほとんど中断され
ない。それと同時に、案内ギャップ２４の他の区域は容易にアクセス可能であり、したが
って容易に洗浄される。例えば被覆を塗布するなど、案内ギャップ２４を再加工すべき場
合、これはアクセス性の改善のせいで容易に実行することができる。
【００４２】
　図２は、第２の好ましい実施形態の本発明による電極レイアウトで電気外科用器具の斜
視図を示す。図３は、図２の第２の好ましい実施形態による電極レイアウトの略前断面図
を示す。器具１０は、開いた体腔で処置するために構成される。電気外科用器具１０の２
本のアームが図では参照番号１５および１６で識別されている。２本のアーム１５、１６
は、スピンドル１７を介して相互に接続され、その周囲で旋回することができる。これは
、遠位端１１、１２が取り付けられた電極部品２２、２３を備え、電極部品２２、２３は
相互に対して対向して位置決めされる。血管または組織４０は例えば把握し、凝固表面２
２ａ、２３ａを備える電極部品２２、２３の助けで、ＨＦ電流がこれを通ることによって
凝固させることができる。さらに、アーム１５、１６の個々の近位端１３、１４に接続す
る取っ手１８、１９が設けられる。アーム１５、１６の近位端１３、１４はそれぞれ、Ｈ
Ｆ電圧を発生するＨＦ発生器（図示せず）に電気外科用器具１０を接続するために、電流
接続要素または電流供給装置２０、２１で終了し、したがって例えば器具１０を通る電気
ケーブル（図示せず）を通してＨＦ電流を電極部品２２、２３に通すことができる。
【００４３】
　電極レイアウトは概ね図１で説明したものに対応する。電極部品２２、２３は、この実
施形態でも２つの個々の区域を備え、相互に対向して位置決めされ、凝固表面の方向に先
細になる個々の分離表面２２ｅ、２２ｅ’、２３ｅ、２３ｅ’が設けられる。したがって
、案内ギャップ２４はここでも各電極部品２２、２３にて電極部品２２、２３の間の切削
区域２５に面していない方向に拡大する。案内ギャップ２４のせいで、まだ電極部品２２
、２３によって保持しながら、切削器具３０によって組織４０を切削することができる。
【００４４】
　しかし、電極部品２２、２３は、アーム１５、１６を一緒にすると一方の電極部品２３
が他方の電極部品２２を覆うような態様で構成される。図面から見られるように、電極部
品２２、２３は湾曲部を備える。一方の電極部品２２は凸状湾曲部２２ｂを有し、凹状電
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極部品に対向して位置決めされた電極部品２３は凹状湾曲部２３ｂを有する。したがって
、電極部品２２は、アーム１５、１６が一緒にされると、基本的に積極的に適合する。湾
曲した電極部品２２、２３の結果、組織４０は電極部品２２、２３の端区域の方向に引っ
張られ、つまり引っ張り方向Ｚに伸張する。したがって、電極部品２２、２３は張力付与
区域２２ｃ、２３ｃを形成する。これで、組織４０を切削し易くなる。組織繊維が切削方
向に直角に位置合わせされ、組織４０が処置中に薄くなるからである。締まり嵌めのため
に、組織４０が張力付与された状態でアーム１５、１６間に固定される。電極部品２２、
２３は、この実施形態では、基本的に張力付与区域２２ｃ、２３ｃとして全体が形成され
る。あるいは、電極部品の複数の区間のみが張力付与区域を形成することも可能である。
【００４５】
　切削器具３０はシャフト上に刃３１を備え、凝固段階中にアーム１５内に収容される。
切削プロセスのために、切削器具３０を既に凝固した組織上に位置決めし、組織４０を切
削するためには画定された供給速度で移動させることができる。これはこの実施形態では
、例えば切削器具３０を作動し、フィンガスイッチ３２によって起動される（図示されて
いない）制御ユニットによって実行する。切削器具３０は電気外科用器具１０に一体化さ
れるので、器具の交換、したがって手術プロセスの中断を回避することができる。
【００４６】
　あるいは、使用者が切削器具３０を機械的に起動することが可能である。外科医は必要
に応じてアーム１５を通して刃３１を組織へ、および組織を通して押すことができる。組
織を切削するための装置を電気外科用器具に設けない場合は、外部から導入される切削器
具、例えば外科用鋏を十分正確にプレテンションを与えられた組織に配置できるような態
様で案内ギャップを構築しなければならない。
【００４７】
　実際的な用途では、スペーサ（図示せず）または電極部品２２、２３間のギャップを維
持する同様の装置を電気外科用器具１０上に構築し、したがって電極部品２２、２３の凝
固表面２２ａ、２３ａの直接的接触を、したがって短絡を回避することができる。スペー
サは、例えばアーム１５、１６の一方に構成してよい。
【００４８】
　あるいは、スペーサを電極部品上に絶縁区間として構築することが可能である。絶縁区
間の熱伝導特性により、凝固も同時に保証される。
【００４９】
　図２に示した電気外科用器具１０は、既に述べたように開いた体腔で使用するように構
成される。先細の分離表面を有する電極部品の原理は、内視鏡にも使用することができる
。したがって、アームに取り付けられた電極部品、および必要に応じて切削器具は、例え
ばシャフトに取り付けた取っ手を介して操作するか、制御ユニットを設け、したがってこ
れによって電極部品および／または切削器具の作動を制御する。
【００５０】
　図４から図５はそれぞれ、第３および第４の実施形態の電極レイアウトの拡大した前断
面図を示す。電極部品２２、２３は基本的に、図２および図３に示したものの実施形態に
対応する。さらに、電極部品２２、２３も２つの個々の区域を備え、相互に対向して位置
決めされ、凝固表面２２ａ、２３ａの方向に先細になる分離表面２２ｅ、２２ｅ’、２３
ｅ、２３ｅ’が設けられる。したがって、案内ギャップ２４は、各電極部品２２、２３に
て電極部品２２、２３の間の切削区域２５に面していない方向に拡大する。
【００５１】
　この実施形態では、電極部品２２は第１中心区間に凸状湾曲部を有し、対向して位置決
めされた電極部品２３は、第２中心区間に凹状湾曲部を有する。凹状凝固表面の曲率半径
は、凸状凝固表面２２の曲率半径より大きい。湾曲部２２ｂ、２３ｂは、遠位端１１、１
２の縦軸に沿って、遠位端１１、１２間で保持されて縦軸に対して直角に延在する血管ま
たは組織４０が、第１および第２中心区間に向かって増加する圧力で保持されるような態
様で延在する。湾曲部２２ｂ、２３ｂのせいで、これらの実施形態の電極部品２２、２３
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は、張力付与区域２２ｃ、２３ｃとしても構成される。張力付与区域２２ｃ、２３ｃの結
果、組織４０は電極部品２２、２３の端部に向かって引っ張り方向Ｚに伸張する。これで
、組織４０の繊維が切削方向に対して直角に位置合わせされ、したがって組織４０の切削
がさらに容易になる。
【００５２】
　図５は、２つの部分区間２８ａ、２８ａ’から形成された突出絶縁区間２８を、開放領
域２２ｄによって２つの区域に分割された凸状電極部品２２にて開放領域２２ｄのすぐ隣
に設けられる点のみが、図４で示した電極レイアウトから基本的に異なる。絶縁区間２８
の部分区間２８ａ、２８ａ’は、電極部品２２の頂点に平行に延在することが好ましい。
したがって、電極部品２２、２３を一緒にした場合、それらの間の短絡が防止される。絶
縁区間２８の部分区間２８ａ、２８ａ’は、一方で張力付与区域２２の張力付与効果を支
持し、他方でクランプした組織４０の曲げを容易にする。したがって、電極部品２２、２
３間のこの確実な保持が確実になる。
【００５３】
　あるいは、これも凝固表面２２ａの頂点に沿って連続的に延在し、基本的にこれと面一
になるような態様で、凝固表面２２ａに絶縁区間を構築することが可能である。このよう
に、絶縁区間は凝固表面２２ａ内に設定される。これが可能であるのは、絶縁区間が、凝
固表面２２ａの第１中心区間に設けられ、したがってアーム１５、１６が一緒にされると
対向する凝固表面２３ａに最初に、独占的に到達するからである。この実施形態の絶縁区
間が、個々の電極部品２２内に収容することによって保護され、したがって磨耗する心配
がないと有利である。
【００５４】
　絶縁区間２８は、セラミックまたはダイアモンドから構築することが好ましい。材料は
両方とも、特に機械的応力下での高い耐腐食性を示す。
【００５５】
　凹状湾曲部２３ｂを有する電極部品２３は、端区域に鋸歯状輪郭２７、２７’を備える
。歯は、例えばアームを一緒にする間に組織４０を把握し続け、これを引っ張り方向Ｚに
移送するような態様で配置することができる。これは、組織４０内の張力を大幅に増大さ
せる。しかし、この輪郭によって引き起こされる組織４０の傷害を回避するように注意し
なければならない。したがって、歯はノジュールとして構築することが好ましい。
【００５６】
　アームがわずかに開いた場合に、組織４０が張力のかかった位置で輪郭２７、２７’に
よって保持されるような態様で、ノジュールをレイアウトすることが好ましい。したがっ
て、輪郭２７、２７’は羽枝の構成として作用する。
【００５７】
　代替的または追加的に、特に同じ曲率半径を有する電極部品間に少なくとも１つの狭窄
部を設けるような態様で、張力付与効果を支持する表面輪郭を構築することが可能である
。つまり、アームを一緒にする間に組織を端区域の方向に移送し、アームが一緒にされて
いる場合は、残りの区域に対向する狭窄部内でクランプするような態様で、両方の端区域
に電極部品の凝固表面を構築することが好ましい。この狭窄部は、凝固表面が基本的に滑
らかな設計を有することができ、したがって容易に洗浄されるという追加の利点を有する
。滑らかな表面のせいで、組織への損傷も回避される。
【００５８】
　電極表面間に配置された絶縁区間は、張力付与区域の張力付与効果を支持する表面輪郭
として構築できるので有利である。したがって、電極部品間での短絡の発生が最も単純な
方法で回避され、さらに組織の張力も増大する。
【００５９】
　この状況で、上述した部品は全て、特に図面に示した詳細が、本発明の必須事項として
単独で、および任意の組合せで請求項に記載されていることを指摘しなければならない。
それに対する変更は当業者にはよく知られている。
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【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】第１の好ましい実施形態による電極レイアウトの略前断面図である。
【図２】第２の好ましい実施形態の本発明による電極レイアウトがある電気外科用器具の
斜視図である。
【図３】図２の第２の好ましい実施形態による電極レイアウトの略前断面図である。
【図４】第３の好ましい実施形態による電極レイアウトの略前断面図である。
【図５】第４の好ましい実施形態による電極レイアウトの略前断面図である。
【符号の説明】
【００６１】
　１０　電気外科用器具
　１１　遠位端
　１２　遠位端
　１３　近位端
　１４　近位端
　１５　アーム
　１６　アーム
　１７　スピンドル
　１８　取っ手
　１９　取っ手
　２０　電流接続要素、電流供給装置
　２１　電流接続要素、電流供給装置
　２２　電極部品
　２２ａ　凝固表面
　２２ｂ　凸状湾曲部
　２２ｃ　張力付与区域
　２２ｄ　開放領域
　２２ｅ、２２ｅ’　分離表面
　２３　電極部品
　２３ａ　凝固表面
　２３ｂ　凹状湾曲部
　２３ｃ　張力付与区域
　２３ｄ　開放領域
　２３ｅ、２３ｅ’　分離表面
　２４　案内ギャップ
　２５　切削区域
　２７、２７’　輪郭
　２８　絶縁区間
　２８ａ、２８ａ’　絶縁区間の部分区間
　３０　切削器具
　３１　刃
　３２　フィンガスイッチ
　４０　組織、血管
　Ｚ　引っ張り方向
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【国際調査報告】
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